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論文 調査 委員 教 授 高 橋 英 一 教 授 小野寺 幸之進 教 授 葛西 喜三郎
論 文 内 容 の 要 旨
本論又は主要な窒素肥料である尿素の高等植物による利用, とくに urease活性の乏しいといわれる水
稲の尿素利用の機構解明につとめた研究結果を論述したものであって, その大要はつぎのとおりである｡
(1) 植物体中の urease活性の測定法について検討し, 微量のアンモニアの存在は活性を著 し く阻害
(productinhibition)するが, 透析によってこれを除けば活性は完全に回復することを確認した｡
(2) 窒素の形態を異にする培養液で水耕した水稲幼植物の urease活性を比較検討し, 尿素態窒素で育
てた場合の活性はアンモニア態窒素の場合よりも高いという結果を得た｡




きの活性よりも低下することをみとめたO これらの invie)0の実験における活性の低下は urease合成
の抑制, すなわちいわゆる repressionによるものと推察した｡
(4)urease含量の高いナクマメ葉を供試し, DEAE セルロース, 抗原抗体反応などを利用して urease
の分離精製について検討した｡ この方法を用いて 14C- グリシンのナクマメ菓中の ureaseへのとりこみ
をしらべ, ナクマメ葉に尿素を与えなかったときと, 尿素を与えて urease活性が高まっているときのと
りこみを比較したところ, 後者の場合明らかにとりこみが大きいという結果を得た｡ またこのときのナタ
マメ巽中の核酸を放射性 リンで標識し, rapidlylabeledRNAを抽乱 メチル化アルブミンカラムを用
いて分画し, その標識パターンを比較したところ, メッセンジャ- RNAと推定される区分に差異をみと
めた, これらの結果から植物体内で尿素によりureaseの誘導生成が行なわれていることを示唆した｡
(5) 以上の一連の結果から, 水稲およびナタマメ葉は尿素が与えられるとすみやかに ureaseを合成し
て活性を増加し, その結果アンモニアが体内に蓄積すると repressionの機構がはたらいて urease合成
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をおさえ, 同時に ureaseの作用も productinhibitionによって抑制し, 有毒なアンモニアの蓄積をふ
せぎながら尿素を利用してゆくものと推論した｡




らも, その urease活性は従来きわめて低いといわれており, 水稲の尿素利用の機構については明らかで
なかった｡
著者はこの点を明らかにするため, 尿素施用下における水稲体内の urease活性の変動を詳細に検討し
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